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移植直後におりる腎血行動態についての実験的観察:



























血圧の変動を観察した。洗糠液としては， 4 0 C および37 0 C の生理食塩水に 50mgjl のへパリンを加
えたもの (4SH 群および 37SH 群) ，前者および後者のそれぞれに更に 1 gjl のプロカインを加えた
もの (4SHP 群および 37SHP 群) ，基剤として生理食塩水の代りに 1096低分子デキストラン液を
用いて， 温度およびプロカインを同様の組合せにしたもの (4DH 群， 37DH 群， 4DHP 群および








量は 4DH 群を除き極めて良好であった。 4DH 群は生理食塩水群とほぼ同様の経過をとった。しか
し他の低分子デキストラン群では血流再開後 2-4 分で一過性の急激な血流量の低下をみた。乙れは
極めて興味ある所見で，恐らくて末梢性の血管収縮物質の作用であろうと思われた。


















乙の論文には 3 点に新しい論旨が認められる。第 1 は移植直後の腎血行動態が，洗糠 lこ使用した液
の種類により，差が認められ，第 2 に移植直後に必ず一過性の血流低下の時期があり，第 3 にこれが
末梢性血管収縮物質の作用によるものであると言う 3 点である。
以上の 3 点を明らかにした点で，この論文の価値を認めるものである。
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